
難い上記8位のサルでは何れもil性ChIは 柑 こ偽

性ChEの反応も強朗性であったのに対し,軸系反

射のよく起るクモザル,スローロリスでは穴性C

hEのみ,ミドリザルでは若干偽性ChEの反応も示

したが,殆んどが1-1性ChEであった｡即ち偽性C

hEが凸田な発F.神経ではニコチン感受性が低い傾

向が見られた｡偽性Chl劫;ニコチン受容機構を放

けている可能性が示唆される.しかしニコチン受

容部が欠如するために軸索反射が起 らないという

可能性も否定出来ない｡又ニコチン感受性の悪い

サルが何れもmacaca類であったことも興味深い｡

偶然の一致なのか,今後更に多くの種類で比較観

察して見たい｡

Neuraloperantによる力調盤における梓

屯位変動の役割の同定

久保田 斯 く三菱生命研 )

アカゲザルのボタン押しの力をLEI)列を用い

て視覚的にfeedbackし,同様の視覚cueにあわせ

て力の強さを調整するように条件づけを行なった｡

アカゲザルの力の強さに対して視覚meが刺激性

制m]を接待することがわかった｡

この後,皮質運動野の硬TtZ位変動が力の強さと
同時に別の視覚刺激としてfeedbackされた｡桜花
位振幅はfeedback前に加許平均された波形を基に

した一定のbia8を加え,視覚cueに力のfeedback

とその試行の援昭位振幅のfeedbackがほほ一線に

並ぶような条件が柄足された時のみ,強化子を提

示した(論理研schedule)｡このbi88は力の増減

の直前時点の摂同位振幅をf)増加させるか Il)

減少させるように決定された｡

この結果,榎田位振幅の増大は力調整にほぼ独

立に生起したが,横田位振幅の減少は波形の全体

的変化,及び力調整をおくらせるという形式で獲

和された｡従って,力調整直前の緩電位振幅を減

少させることは力の調整とはincompatible(非両

立 )であることがわかった｡

このようなincompatibilityの控壁は'強化率

の増減(こよって表わされていると考えられる｡た

とえば上の対側運動野では048dで振幅増加の強

化串は47,67,71と相加し収終セッシ℡ンで82%

となった｡これに比べ振幅減少では55,64,52,

60と横ばいを示し,収終セッシ℡ンでも67%にと

どまっていた｡

また反応肢と同側の皿動野では,振幅増加で89

%,振脚減少で81%の瓜約強化率を持た｡

碩rtZ位振幅の1m加ないし減少と力調整がcompa-

tibleな場合(部位,和ホ戊の方向による)に得ら

れた強化串の噺和は,この机の納期研8Chcduleが

位相されたく学習性のものである)ことを示すと

考えられる｡

更に検索された部位のうちincompatibililyが

明瞭であったのは反応肢と対価の運動野であり●

この部位の緩電位変動が力調屯行動にとり,何ら

かの必要性を持つことが理解される｡

霊長類臓器静索の遺伝的変異

篠田 友孝 (都立大 ･理 )

M･J… ata 15,M･ftLSCaLayakui8,M･,T

ZaHa6,̂1.がJamfTWiJ,8,̂1.radiat¢5,̂t.

i7･tLS2,M.CycLopi.2,P.hahadrya',P.L'-

ogZodyteo,T.gZi∫各 1計39個体の厳然片 (主

に肝 )よりの抽出彼を試料として,デン粉ゲルftZ

気泳動法によって展開し,PGM,AI)A,PG

D,FUM,Esp,GOT,GPT,DIA,

MDII,ICD,TOX,PfIIおよびPGK計

13位のアイソザイムについて変只を調べた｡まず,

同種内での相対易動疋および泳動図については,

今回試料数がごく限定されていたことも原因して

か,Jt.刑 ZaHaのPGDl例を除いて変異はみ

られなかった｡一万, 8-ICI),POD,PG

M,ESI),DIAなどでは,ヒトと比較した際

相対易動変やアイソザイムバンド数などで明らか

な差が認められた｡一般にMacaca問では泳動図

は類似であったが,8-ICDではirtLSがまたE

SI)ではcycZopioが他とは明らかに異っていた｡

臓器酵素の泳動図と血球帝累のそれとを比較する

と,前者には後者では検出されない宛った位田に

しばしばアイソザイムが検出させたが, これらの

多くは血球では発現が押えられている他のZocqJ,-

を示唆しているとJaわれる｡

一方,血桁試料は Î./t'ScaLa 5,M.assan…-

eic8おJ:ぴM･仇.LLaHa2例計10例について,

2次元ポリアクリルアミドゲル喝気泳動法 (1次

元 :PI185-10;2次元 :4-21%勾配 )で分析
した｡ これらの試料はPA他12形質については耽
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知であるため,それらを参考として泳動図中の各

スポットの同定を一部行った｡通常1枚のゲルで

150個程変のスポットが観察されるが,今回同定

ができたものは約1/5であった｡本法で得られた

泳動図の相互比較により,同種内でも,従来mo-

nomorphicとされていた例で質的塁的変異が認め

られた｡

マカクザルのEdingOr-Westphal核の遠心

性神経繰稚連絡

水野 昇 ･伊藤和夫 ･

野村 蟻 (京大 ･医 )

Edinger⊥WeStpllal(EW)核は対光反射路にお

ける遠心性神経線維の超始核,すなわち,毛様体

神経節節前線維の起始核と考えられてきた｡われ

われは,ネコにおいてl毛様体神経節節前線維の

血始神経細胞は広義のEW核の吻例端に位置する

的正中核(AM核 )とその周辺部にのみ存在し,

狭義のEIY核は小脳や脊髄に軸累を送ることを実

証した｡そこで,比較解剖学的立場よりマカクザ

ルのEW核についての検討を試みた｡

マカクザル(タイワンザル ･ベニガオザ)ヤ･ブ

タオザル･アカゲザル)の小脳核 ･勤髄 ･頗髄ま

T=は仙鰍こ西洋ワサビ過酸化群素(lIRP)を注

入し,逆行性に軸索輸送されるHRPによりEW

核の神縫細胞が標識されるかどうかを検討した｡

IHtP注入後の生存期間は2日｡粗放化学反応は

王として諸種の青色反応を用いた｡

小脳中位核を中心にHRPを注入された例にお

いて,狭義のEW核の神経細胞の大部分と,AM

核の神経細胞の多数が培試された｡脊髄にHRP

を注入された例でも,EW核とAM核に多数の且

RP助性神経細胞がみられたが,その数は頚飴へ

HRPを注入された例においてもっとも多く,仙

髄へHRPを注入された例でもっとも少なかった｡

以上の所見はネコでみられた所見と大差なく,

したがって,サルのEW核もネコのEW核と同様

の神縫細胞偶成を4つと考えられる｡すなわち,

狭義のEW核には,サルにおいてもネコの場合と

Ilijは,対光反射路における毛様体神経節節前線維

のiiZ始枝の役割はないものと考えられる｡

視床下部刺激の騨内分泌に及ぼす影響

小坂樹徳 ･金東昭雄(東大･医)

視床下部特にその腹内側核が糖質代謝及び膝内

分泌機能に関係が深いという知見がラットについ

て既に得られている｡詔長煩ではどうかをみる目

的で次の実験を行った｡

ニホンザル2頭につき,視床下部腹内仰核と外

側視床下部とに同心電極針を定位袋田にて固定し,

2週後に無麻酔下で視床下部各部の悶気刺激を行

い,刺激前後に亘り後肢静脈から採血した｡血紫

について血糖,グルカゴン及びインスリンの測定

を行ったが,何れも刺激後の有志の変動がみられ

なかった｡実験終了後刺激針尖端の部位を追求し

たところ何れも目標部位から任か乍ら外方にそれ

ていることを知った｡

刺激針が視床下部各部位に精砕に通申した例に

ついての追加実験が今後望ましい｡

霊長類の喉頭軟骨の系統的研究

野首 和人 (東邦大 ･医 )

桶乳類の喉頭には発声器としての機能が認めら

れている｡しかしこの機能には柾によって差異が

見られるOそこで,機能上の差輿を形態的な差異

としてみいだし,磯雄発現の為の形態形成過程を

明らかにする目的で,rB長日の喉頭の肉眼ならび

に顕微解剖学的観察を試みた｡

本年皮の共同利用研究では,アカゲザル(10頭)

ニホンザル(10頭 ),プラッザモンキー(2頭 ),

シロクロコロブス(2頭 )について検索した｡ホ

ルマリン固定された屍体より摘出した喉97iは脱灰

後荷法によりパラフィン包埋し,招切してH-E

またはelaSticavzulGieson染色を施し一存在す

る軟骨の形状および結合様式について検黙し,ヒ

トおよびこれまでに同様の手法で検索してきた食

虫目･男手目･笹歯目の成杭と対比した｡

今回観察した4位の詔長日に共通して存在した

喉頭軟骨は,甲状軟骨 ･輪状軟骨 ･披裂軟骨･喉

頭蓋軟骨 ･撰状軟骨･小角軟骨の6位でその基質

はいずれもヒトのそれと同一であった｡このうら

甲状軟骨には一部に化骨部が見られた｡個々の喉

頭軟骨の形状には4種問に大きな差異は認められ

ず,性差ならびに個体差も全く存在しなかった｡
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